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��������������������
花ことば“よい便り”明日に向って

寒あやめは雪の中で強健に､ 端正で美しいところが大好きです｡
日本画教室に学んで二年目､ まだ複雑な花を描くことは出来ません｡ 四季の草花を観察し
楽しく描いてみたいと思っております｡

会員 山岡 正子
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�������安
芸
高
田
市
議
会
議
長

藤
井
昌
之

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

(

社)

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
様

に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
常
日
頃
よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
充
実
・
発
展
に
格
別
の
ご
理
解
・
ご
尽
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
指
導

を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も『

市
民
に
開
か
れ
た

議
会』

を
め
ざ
し
て
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
に

と
ぞ
倍
旧
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
も
ご
存
知
の
と
お
り
、
世
界
経
済
は
真
に
深

刻
で
あ
り
、
安
芸
高
田
市
を
と
り
ま
く
社
会
情
勢
も
、
極
め

て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
坪
井
理
事
長
様
を
始
め
、

役
・
職
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
夜
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
経
営
安
定
に
ご
尽
力
さ
れ
、
会
員
の
皆
様

方
に
安
心
し
て
働
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
苦
心
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
こ
と
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
精
一
杯
の
ご
支
援
を
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ

も
留
意
し
て
い
た
だ
き
、
い
つ
も
明
る
く
元
気
に
、
は
つ
ら

つ
と
働
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、(

社)

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
康

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
を
迎
え
て
の
私

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

������理
事
長

坪
井

克
己

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
成
二
十
一
年
の
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
平
成
十
七
年
四
月
に
六
団
体
の
セ

ン
タ
ー
等
が
統
合
し
公
益
社
団
法
人
と
し
て
設
立
、

本
年
で
五
年
目
を
迎
え
こ
れ
ま
で
様
々
な
事
業
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

就
業
を
通
じ
、
自
ら
の
生
き
が
い
と
社
会
参
加
の

増
進
を
図
り
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
と
し

て
、｢

自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助｣

の
シ
ル
バ
ー

の
理
念
の
も
と
社
会
に
貢
献
を
果
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
中
央
省
庁
と
特
定
団
体
と
の
癒
着

や
天
下
り
排
除
を
主
目
的
と
し
た
、
新
し
い
公
益
法

人
制
度
が
、
昨
年
の
十
二
月
一
日
に
施
行
さ
れ
、
既

存
の
公
益
社
団
法
人
が
対
象
と
な
り
、
五
年
間
の
移

行
期
間
中
に｢

公
益
社
団
法
人｣

又
は｢

一
般
社
団

法
人｣

の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
、
移
行
の
手
続
き
を

執
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

安
芸
高
田
市
は
、
三
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
い
っ

た
地
域
の
状
況
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
地
域
環
境
に

対
応
し
得
る
の
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

会
員
自
体
の
高
齢
化
や
会
員
の
退
会
等
の
諸
課
題

も
あ
り
、
更
に
新
し
い
制
度
改
革
に
伴
う
事
務
へ
の

対
応
と
い
っ
た
数
多
く
の
山
積
す
る
諸
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
会
員
・
役
職
員
、
そ
し
て
関
係
者
の
皆
様

方
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 ������安

芸
高
田
市
長

浜
田

一
義

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
の
皆
様
、
役
員
の
皆
様
、
シ
ル
バ
ー
事
業
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
関
係
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
、
市
行
政
各
般
に
わ
た
り
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
春
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
方
を
は

じ
め
各
方
面
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
重
責
を
担
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
す
る

市
政
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
近
年
、
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
化
率
を
見
る
と
安
芸
高

田
市
に
お
い
て
は
三
二
・
九
％
、
全
国
で
は
二
一
・
六
％
、
広

島
県
で
は
二
二
・
三
％
と
な
り
、
安
芸
高
田
市
は
全
国
の
状
況

に
比
し
て
二
十
年
後
の
高
齢
化
の
現
状
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後｢
人

輝
く
・
安
芸
高
田｣

を
推
進
し
て
い
く
に
は
、

市
を
支
え
る
若
い
世
代
の
定
住
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
シ
ル
バ
ー

世
代
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
社
会

の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
知
識
・
技
能
・
経
験
を
大
い
に
生
か

し
て
い
た
だ
き
、
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て

い
た
だ
く
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
が｢

自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助｣

を
基
本
理
念
と
さ
れ
、
生
涯
現
役
と
し
て
、
地
域
社
会

の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
高
齢
者
福
祉
対
策
の

推
進
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
く
よ
う
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。年

頭
に
あ
た
り
、
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、

ご
活
躍
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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�����������
明治29年の民法制度と共に始まり､ 以来110年有余の長きにわたって､ 民法第34条 (新制度におい

ては廃止) に基づき､ 主務官庁の許可を得て公益法人として設立され､ 各種の税制上の措置等を受

けながら様々な事業活動が行われてきました｡

私どもの社団法人も平成５年広島県知事より許可を得て設立され､ 平成16年の六町の合併に伴い､

平成17年４月１日に二つの法人と四つの高能協が統合し今日まで ｢社団法人 安芸高田市シルバー

人材センター｣ の会員として､ 高齢者が働くことを通じて社会に参加し､ 地域社会に貢献し､ そこ

に喜びと生きがいを求めていこうという観点で､ 各々の地域において事業活動を行なっています｡����������������
民間非営利部門活動の健全な発展を促進し､ 現行の公益法人制度に見られる様々な問題に対応す

るため､ 従来の主務官庁による公益法人の設立許可制度について､ 平成13年から抜本的な改革に向

けた議論がされてきました｡

平成18年の通常国会にて､ 公益法人制度の改革関連３法(法人法､ 認定法､ 整備法)が成立し､ 平

成18年６月２日に公布されました｡

平成19年４月に国の公益認定等委員会が発足し､ ９月に公益認定等に関する政令・内閣府令が制

定され､ 平成20年４月には､ 公益認定等のガイドラインが決定されました｡

公益法人制度改革に係る整備を含む税制改正法も成立し､ 新公益法人制度は､ 平成20年12月１日

から施行されることとなりました｡������������������������
①平成20年12月１日の新制度施行後５年間は､ 特段の手続をとることなく､ 従来と同様の法人とし

て存続できます｡ (名称は特例民法法人となる｡)

②現行の公益法人は､ 移行期限内 (平成25年11月30日まで) に移行申請をする必要があります｡

現行の公益法人は､ 法律の施行の日から５年間の移行期限内に ｢公益社団法人｣ への移行の認定

申請又は ｢一般社団法人｣ への移行の認可の申請をする必要があります｡

③移行期間中に移行しない法人は､ 解散したものとみなされます｡���������������
公益法人制度改革の関連３法 (法人法､ 認定法､ 整備法) の施行日から５年間の移行期限内に移

行申請を行う必要がありますが､ シルバー事業を実施している法人として､ 実例の把握と検討すべ

き課題が数項目にわたっております｡

今後､ シルバーの県連合会や行政等の指導や情報を得､ 役員会､ 会員総会そして社会経済環境の

動向を見守りながら､ 移行に向けての検討を進めてまいりたいと考えております｡
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20
年
12
月
１
日

25
年
11
月
30
日



���������
ビタミンＣ (みかんなどの柑橘類・大根､ 白菜等) やビタミ
ンＡ (うなぎやレバー・人参､ ほうれん草､ かぼちゃ等) は､

免疫力を保つ働きや､ かぜなどのウイルスの侵入口である粘膜の健康を保ちます｡
積極的にとりたい食品です｡ また､ 充分な休息と睡眠は免疫力を高めます｡��������
かぜなどのウイルスは､ 低温で乾燥した場所を好みます｡ 湿度は50～60％､ 室温は18～20度が適切
で､ 加湿器を使ったり､ 湿った衣類を干したりするなど工夫しましょう｡��������
外出から帰ったら､ 石けんをよく泡立て15秒ほどしっかり手洗いをしましょう｡��������
口や喉のウイルスの付着を防ぐため､ また､ 喉の湿度を保つことで体内への侵入を防げます｡��������

マスクでウイルスの侵入を減らすことと､ 喉や鼻の粘膜に湿気をあたえることで体内への
侵入や増殖を防ぐことができます｡��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����� ���
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
報
告
に
つ
い
て

過
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ

い
て
は
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
現
在
集
計
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

後
日
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福
祉
部
会

�� �� �� �� �� ��９
月
25
日
か
ら
10
月
８
日
に
か

け
て
各
地
域
の
会
員
会
議
を
開
催

し
、
会
員
か
ら
多
く
の
意
見
や
要

望
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

部
会
等
で
協
議
・
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

�� �� �� �� ���� �� �� �� ��当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
二
十
年
度
は
就
業
中
の

事
故
が
、
現
在
ま
で
に
五

件
起
き
て
い
ま
す
。
全
国

的
に
も
就
業
途
上
も
含
め

重
篤
事
故
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

慣
れ
た
仕
事
は
気
も
緩

み
が
ち
、
緊
張
感
を
も
っ

て
の
ぞ
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
時
期
で
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら

な
い
為
に
は
、
充
分
な
睡

眠
と
栄
養
・
休
養
を
と
り

体
調
を
整
え
抵
抗
力
を
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

(平成20年11月30日現在)

№ 年月日 作業名 事故内容 安全対策 備考

1 H20.8.5 草刈り 家周りでの草刈作業中に飛
石で硝子戸にひびが入った｡

防護ネット施
工 保険適用

2 H20.9.1 草刈り 飛石で駐車場に停めてあっ
た車の窓ガラスが割れた｡

防護ネット施
工(不完全) 保険適用

3 H20.9.3 草刈り
刈払機のチップが石に当たっ
て飛び､ 駐車場に停めてあっ
た車の窓ガラスが割れた｡

防護ネットの措
置なし(駐車場
近くにフェンス
があった為)

保険適用

4 H20.10.17 市公用車運転業務
カーブの手前で対向車(バイク)
とすれ違った時､ 接触はしてい
ないが相手が転倒し怪我をした｡

前方不注意
市公用車の為､
シルバー保険
の適用なし

5 H20.10.28 荷積み 刈草処分中バランスを崩し
転倒した為､ 右肩強打｡

高低差や段差
のある場所は
十分注意
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(

社)

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
互
助
会

会
長

春
日

信
次

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
新
春

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
し
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
の
世
相
は
、
政
治
・
経
済
の
迷
走

に
よ
り
、
高
齢
者
に
厳
し
く
、
格
差
拡
大

の
社
会
矛
盾
が
様
々
な
社
会
不
安
を
惹
起

さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
住
み
に
く
い

世
を
住
み
易
く
さ
せ
る
に
は
、
人
生
経
験

豊
か
な
人
間
関
係
を
大
切
に
し

｢
年
寄
り

の
良
さ｣

に
磨
き
を
か
け

｢

安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り｣

に
貢
献
す
べ
き
も
の
と

考
え
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
事
業
の
円
滑
な
推
進
と
安
全

就
業
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。
会
員
互
助
会
で
は
六
町
支

部
会
員
と
役
員
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、

各
種
行
事
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
を
成
功
さ
せ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
14
チ
ー
ム
、
90
名
の
ご
参
加
を
頂

き
、
和
気
あ
い
あ
い
の
交
流
試
合
と
な
り
、

親
睦
・
融
和
を
計
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
一
年
、
心
身
共
に
健
康
で
、
新
た

な
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

団 体 １位 向原Ａ (246打)
２位 吉田Ｃ (252打)
３位 吉田Ａ (255打)

個 人 １位 村上 一夫 (吉田) (33打)
２位 吉元 光幸 (向原) (36打)
３位 藤川 文夫 (吉田) (37打)

(敬称略)
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第
七
号
の
会
報
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
も
統
合
さ
れ
て
四
年
に
な
り
ま
す
。

社
会
を
支
え
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
着
実
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
会
員
の
姿

が
、
寄
せ
ら
れ
た
声
の
中
か
ら
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

制
度
の
改
革
等
、
今
後
も
種
々
な
事
柄

が
出
て
く
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
会
員
ひ

と
り
一
人
が
元
気
で
、
楽
し
く
活
動
で
き

る
環
境
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
祈
っ
て
お
り

ま
す
。

広
報
部
会
副
部
会
長

児
玉
征
之
助

���� ���配分金支払証明について
平成21年２月16日 (月) から３月16日 (月) までの１ヶ月

間は､ 住民税や所得税の確定申告の期間です｡

シルバー人材センターで平成20年中に仕事をされた配分金

の支払証明書を送付しますので､ 申告時に提出してください｡�� �� �� �� �����������������
��������������
��������������
��������������
������������������������ �����
����■

お
詫
び
と
訂
正

会
報
シ
ル
バ
ー
安
芸
高
田
第
六
号
６
ペ
ー

ジ
の
会
員
互
助
会
新
役
員
の
会
長
の
姓
に

誤
字
が
あ
り
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
し
、

訂
正
い
た
し
ま
す
。

正
春
日

信
次

誤
春
田

信
次

���������������������������������������������������������������������


